
アドバンス・ルール 

 

① 分子カードの山札 

分子カード 30 枚を最初に置いておく場所 

② Labo カードの山札 

Labo カード 20 枚を最初に置いておく場所 

③ バトルエリア 

分子カードを配置し、バトルを行う場所 

④ Labo カードゾーン 

(永続)と書かれた Labo カードを置く場所 

⑤ ディフィートゾーン  

倒された分子カードを表向きにして置く場所 

⑥ トラッシュゾーン 

使用した Labo カードや分子カードを 

裏向きにして置く場所 

 

 

 

 

難易度★★★☆ 

【ゲーム開始前の準備】 

ChemiStrategy が２セット必要 

1. 分子カード 30 枚のデッキを構成する（購入時の

構成のままでも良い） 

2. Labo カード 20 枚のデッキを構成する（購入時

の構成のままでも良い） 

3. 各デッキをシャッフルしたあと、指定された所に

置き、山札とする。 

4. ２つの山札から、手札が合計 6 枚となるように

カードをとる。 

（例１ 分子カード４枚 Labo カード２枚） 

（例２ 分子カード３枚 Labo カード３枚） 

5. ジャンケンで勝った人が先攻か後攻を決める。 

 

【バトルについて】 

� 分子量が大きい分子カードが勝つ。 

� Labo カードの「エバポレーター」を使用した場

合は、沸点が高い分子カードが勝つ。 

� 自分の分子量（もしくは沸点）が相手と同じ、ま

た大きい場合は、攻撃ができない。 

� 攻撃された側は、自分のバトルエリアの分子カー

ドから前のターンで攻撃に使用していないカー

ドを１枚選び、攻撃を受ける。 

� 倒されたカードはディフィートゾーンに移動させ、

表向きにして置く。 

 

【勝敗について】 

� 倒された分子カードの炭素数の合計が８個以上

になったプレイヤーを負けとする。 

 

【ゲームの流れ】 

１ターン 先攻の操作１〜４ → 後攻の操作１〜４ 

２ターン 先攻の操作１〜４ → 後攻の操作１〜４ 

   

勝敗がつくまでターンを繰り返す 

 

ターン内における各プレイヤーの操作 

1. 2 つの山札から、カードを合計 2 枚引く。 

（例１ 分子カード１枚 Labo カード１枚） 

（例２ Labo カード２枚） 

2. 分子カードを、バトルエリアにカードの合計炭素

数が 6 以下となるように手札から出す。また、

Labo カードを 1 ターンにつき 2 枚まで手札か

ら使用できる。 

3. 自分のバトルエリア内にある分子カードを選び、

バトルを宣言し、攻撃をしかける。（ただし相手の

バトルエリアに分子カードがない、またバトルで

勝てない場合は、宣言しなくてもよい。） 

4. バトル後に使用したLaboカードはトラッシュゾ

ーンに裏向きにして置く。 

 

【その他のルール】 

� バトルエリアにある分子カードは、1 ターンに 1 枚

だけトラッシュゾーンに移動できる。 

� （永続）と書かれた「バトルエリア内に出すことが

できる炭素数の上限を増やす」効果を持つ Labo カ

ードはゾーンに置くことで、常時効果を発動する。 

� 降参したいときはその旨を宣言する。 
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